
【事例の詳細】
レルベア２００エリプタ３０吸入用を使用中の７０歳代の女性患者にミニリンメルトＯＤ錠
２５μｇが処方され、薬剤を交付した。その後、薬剤を交付した薬剤師は薬剤服用歴を確認した
際に添付文書を見て、ミニリンメルトＯＤ錠２５μｇの効能又は効果が男性における夜間多尿
による夜間頻尿であること、レルベア２００エリプタ３０吸入用との併用が禁忌であることに
気付き、疑義照会を行うべきであったことが分かった。

【推定される要因】
同成分のミニリンメルトＯＤ錠６０μｇ／１２０μｇ／２４０μｇの添付文書には、効能又は
効果に男性の記載はなく、併用禁忌となる薬剤の記載もない。ミニリンメルトＯＤ錠２５μｇ
も同様であるとの思い込みがあった。知識不足と確認不足であった。

【薬局での取り組み】
添付文書で適応症や禁忌などの確認を確実に行う。
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販売名
ミニリンメルトＯＤ錠

２５μｇ／５０μｇ ６０μｇ １２０μｇ／２４０μｇ

販売開始 ２０１９年９月 ２０１３年３月 ２０１２年５月

効能又は
効果

男性における夜間多尿
による夜間頻尿

中枢性尿崩症
中枢性尿崩症、尿浸透圧
あるいは尿比重の低下に
伴う夜尿症

併用禁忌

チアジド系利尿剤、
チアジド系類似剤、
ループ利尿剤、
副腎皮質ステロイド剤
（注射剤、経口剤、
　吸入剤、注腸剤、坐剤）

－ －

そ の 他 の
情 報

●�ミニリンメルトＯＤ錠は２０１９年９月に２５μｇと５０μｇの製剤が販売開始され、５規格
から選択し処方することが可能となったが、規格により効能・効果や併用禁忌の有無が異な
るため、違いを正しく把握したうえで処方監査を行い、薬剤を交付する必要がある。
●�規格により添付文書の記載事項が異なる薬剤を採用する際は、薬剤に関する情報を薬局内で
周知し、薬剤の一覧表の作成や薬品棚に相違点などを表示して注意喚起するなどの工夫が必要
である。
●�本事例は、疑義照会を行うべきところ行わなかった事例として報告された。事例の詳細に
は、疑義照会を行うべきであったことに気付いた後に行った対応の記載がなかった。報告さ
れた事例は本事業のホームページで公開され、医療安全対策に活かされる情報となることか
ら、疑義照会を行うべきであったことに気付いた後の対応も併せて報告いただければ幸いで
ある。
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※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全
を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではあり
ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者
に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。※この情
報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等について、読み
やすくするため文章の一部を修正することがあります。そのため、「事
例検索」で閲覧できる事例の内容等と表現が異なる場合があります
のでご注意ください。
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